
●デジタル油圧サーボ材料試験機による疲労試験
 

 

 

 

[概  要] 

外部から材料に加わる力が繰返し変動することによって、その材料が破壊される現象を疲労と呼びます。物

体が繰返し荷重を受けたときに、およそ１０７回位までに破壊するか否か、もし破壊しなければ永久耐用すると

判断します。そのときの応力を疲れ限度、または、疲れ強さと称しています。疲れ強さを求める試験を行うの

が疲労試験機で、応力の掛け方により回転曲げ、平面曲げ、引張り圧縮試験機があります。ここでは例として

最新鋭の引張り圧縮型疲労試験機を取上げます。 

 

○測定器の仕様 

測定器の仕様を表１に示した。 

 

 最大荷重 ９８，０７０Ｎ （１０Ｔｏｎ） 

 荷重測定精度 
ロードセル最大荷重の±０．００５％または表示値の±０．５％のいずれか

大きい方。または、ディジタル表示の１／２カウント   

 ひずみチャネル精度 
トランスデューサ容量の±０．００５％または測定値の±０．５％のいずれ

か大きい方。または、ディジタル表示の１／２カウント 

 制御ループ更新速度 ５ｋＨｚ 

 試験周波数 ５００Ｈｚまで 

 変位と周波数 
０．２ｍｍのとき５０～１００Ｈｚ 

１０ｍｍのとき数Ｈｚ 

 

[事  例]  炭素鋼溶接試験材による疲労試験結果 

炭素鋼シーム溶接試験片に対して、引張り／引張り疲労試験を行ったので、結果を表２、および、図１に示

した。 

   

        

試験片 
２０Ｘ１００Ｘ１．２ｍｍ

中央部シーム溶接 

試験片数 １３ 

負荷荷重  １００～１５００Ｎ 

負荷荷重振幅 ５００～１４００Ｎ 

初期歪振幅 ６２０～１７００με 

破断回数 
６．７５Ｘ１０４ ～ 

＞１．１３Ｘ１０７ 

疲れ限度 ５００Ｎ 
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 図１ 炭素鋼溶接試験片の引張り/引張り疲労試験Ｓ/Ｎ線図 

表２ 試験条件および試験結果 

表１ 測定器の仕様 
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